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国
立
研
究
開
発
法
人　
森
林
総
合
研
究
所　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー

森
林
づ
く
り
の
も
と

苗
木
の
優
良
品
種
を
つ
く
る

　

森
林
づ
く
り
は
苗
木
を
植
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
そ
の
苗
木
の
性
能

が
悪
い
も
の
で
は
森
林
の
多
面
的
機
能
は
十
全
に
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
と
森
林
バ
イ
オ
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
性
能

の
良
い
苗
木
の
品
種
開
発（
林
木
育
種
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
け
る
林
木
育
種
の
歴
史
は

4
0
0
年
以
上
前
に
遡
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
国
の
事
業
と
し
て
は
昭
和
29
年
か

ら「
精
英
樹
」を
選
び
出
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。

　

精
英
樹
と
は
、
成
長
が
良
く
、
幹
が

ま
っ
す
ぐ
で
、
病
気
や
虫
の
害
が
な
い
樹
木

を
、
全
国
か
ら
約
9
，
1
0
0
本
選
抜
し

ま
し
た
。

　

こ
の
精
英
樹
を
元
に
、
成
長
や
材
質
、

二
酸
化
炭
素
吸
収
に
優
れ
た
品
種
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
、
多
雪

や
寒
冷
な
土
地
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の

気
象
害
抵
抗
性
品
種
、
松
枯
れ
へ
の
対
策

と
し
て
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
品

種
、
少
花
粉
ス
ギ
や
無
花
粉
ス
ギ
な
ど
の

花
粉
症
対
策
品
種
な
ど
も
開
発
し
、
こ
れ

ま
で
全
部
で
約
2
，
0
0
0
品
種
を
開
発

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
精
英
樹
の
子
供
世
代
か
ら

選
抜
さ
れ
た
よ
り
優
れ
た
第
二
世
代
精
英

スギの一般次代検定林
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主な業務 

樹（
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
）が
開
発
さ
れ
、
こ
れ

自
体
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を

元
に
さ
ら
に
優
良
性
能
を
持
つ
品
種
が
開

発
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

品
種
開
発
の
た
め
に
は
、
精
英
樹
の
他

に
も
品
種
開
発
に
役
立
つ
よ
う
な
育
種
素
材

が
必
要
で
あ
り
、
希
少
な
樹
種
と
と
も
に
林

木
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
に
よ
り
林
木
遺
伝
資

源
と
し
て
収
集
・
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
の
素
材
や
そ
の
交
配
か
ら

で
は
品
種
の
開
発
が
困
難
な
場
合
に
は
遺

伝
子
組
換
え
技
術
な
ど
先
端
的
な
技
術
に

つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
開
発
さ
れ
た
技
術

を
使
っ
て
海
外
と
の
技
術
協
力
も
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
林
木
育
種
に
関
す
る
事

業
や
研
究
開
発
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。
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エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
と
は
、
全
国
各
地
で
選

抜
さ
れ
た
優
良
な
精
英
樹
を
親
と
す
る
第
二

世
代
精
英
樹
の
中
で
特
に
性
能
が
優
れ
て
い

る
樹
木
で
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
が
平
成
24

年
か
ら
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成

長
の
早
さ
か
ら
、
下
刈
り
回
数
の
削
減
や
伐

期
の
短
縮
な
ど
に
よ
っ
て
低
コ
ス
ト
造
林
や

林
業
の
活
性
化
な
ど
が
実
現
し
、
林
業
が
変

わ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
二

酸
化
炭
素
吸
収
・
固
定
が
期
待
で
き
る
成
長

等
に
優
れ
た
苗
木
で
森
林
づ
く
り
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
５
月
に
、
森
林
の

間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法（
間
伐
等
特
措
法
）が
改
正
さ
れ
、
成
長

等
に
優
れ
た
樹
木
を「
特
定
母
樹
」と
し
て
農

林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。「
特
定
母
樹
」の
普
及
を
図
る
た
め
苗
木

の
種
子
や
穂
木
を
採
る
採
種
園
や
採
穂
園
を

民
間
活
力
で
造
成
す
る
た
め
の
支
援
措
置
も

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
特
定
母
樹
」は
こ
れ
ま
で
の
樹
木
と
比
べ

て
成
長
が
1
．
5
倍
以
上
、
花
粉
発
生
量
が

2
分
の
1
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
3
月
末
現
在

で
1
3
4
系
統

が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の

う
ち
の
1
1
6
系

統
が
林
木
育
種

セ
ン
タ
ー
で
開
発

し
た
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
と
な
っ
て
い

ま
す
。
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
で

は
、
間
伐
等
特

措
法
の
改
正
を

機
に
、
こ
れ
ま
で

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
で
変
わ
る
林
業

普
及
は
特
定
母
樹
で

開
発
・
普
及
を
進
め

て
き
た
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
を
特
定
母
樹
と

し
て
普
及
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
特
定
母

樹
」の
普
及
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、

開
発
品
種
説
明
会
や

各
種
会
議
な
ど
で「
特

定
母
樹
」を
P
R
す
る
と
と
も
に
、
成
長
等

の
性
能
に
つ
い
て
の
試
験
も
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
都
道
府
県
や
認
定
特
定
増
殖
事
業

者（
間
伐
等
特
措
法
に
よ
り
都
道
府
県
か
ら

認
定
さ
れ
た
民
間
事
業
者
）に
、「
特
定
母
樹

等
普
及
促
進
会
議
」等
を
通
じ
て
情
報
提
供

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
関
東
・
中
部
地

域
に
お
け
る
第
１
回
特
定
母
樹
等
普
及
促
進

会
議
は
、
平
成
27
年
７
月
に
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
に
は
、
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
を
含
む
お
よ
そ
２
０
０
０
本
の「
特
定

母
樹
」の
穂
木
や
苗
木
を
採
種
園
や
採
穂
園

用
の
原
種
と
し
て
都
道
府
県
や
認
定
特
定
増

殖
事
業
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
今
後
も
林
木

育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
開

発
を
進
め
、「
特
定
母
樹
」に
指
定
さ
れ
た
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
原
種
配
布
と
、
採
種
園
や

採
穂
園
の
管
理
等
に
必
要
な
技
術
講
習
な
ど

の
支
援
活
動
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

特定母樹の普及体制（間伐等特措法）

より成長の優れた品種の開発
植栽後１年４ヶ月の生育状況の違い

現在普及しているスギ エリートツリー

90cm

190cm

特定母樹の生産（林木育種センター：上）
平成26年度から民間に配布開始（九州育種場：下）
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グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目
指
す

林
木
育
種

　

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
は
林
業
生
産
性
の
向
上

や
省
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
成
長
等
を
改
良
し
た
も
の
で
す
が
、
ほ

か
に
も
重
要
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
そ
れ
に
応

え
る
た
め
の
品
種
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
品
種
開
発
の
期
間
を
大
幅
に
短

縮
す
る
た
め
に
新
し
い
育
種
技
術
の
研
究
開

発
に
も
取
り
組
む
な
ど
、
日
々
、
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
抵
抗
性
品
種

　

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
松
枯
れ

被
害
は
、
我
が
国
の
他
、
韓
国
、
中
国
、
台

湾
の
東
ア
ジ
ア
地
域
、
そ
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ス
ペ
イ
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
も
拡

大
し
て
い
ま
す
が
、
抵
抗
性
品
種
の
開
発
で

は
日
本
が
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
お
り
、
品
種

開
発
技
術
は
J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を

通
じ
て
海
外（
中
国
）に
も
技
術
移
転
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

マ
ツ
材
線
虫
病
に
対
す
る
抵
抗
性
が
あ
る

品
種
の
開
発
は
、
激
害
林
分
の
枯
れ
て
い
な

い
個
体
か
ら
苗
木
を
育
成
し
、
線
虫
を
人
工

的
に
接
種
し
て
健
全
な
系
統
を
選
抜
す
る
こ

と
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
3
月

末
現
在
、
抵
抗
性
ア
カ
マ
ツ
で
2
2
1
、
ク

ロ
マ
ツ
で
1
5
4
の
品
種
を
開
発
し
て
い
ま

な
ど
、
花
粉
症
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
精
英
樹
が
植
栽
さ
れ
た
全
国
各
地
の
試

験
林（
次
代
検
定
林
等
）に
お
い
て
5
年
以
上

の
期
間
に
わ
た
っ
て
雄
花
の
着
生
量
を
調
査

し
、
ほ
と
ん
ど
雄
花
を
着
生
し
な
い
精
英
樹

を
少
花
粉
ス
ギ
品
種
、
少
花
粉
ヒ
ノ
キ
品
種

と
し
て
選
抜
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
1
3
7
の
少
花
粉
ス
ギ
品
種
と

56
の
少
花
粉
ヒ
ノ
キ
品
種
を
開
発
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
品
種
か
ら
平
成
25
年
度
に
は

約
2
0
0
万
本
の
苗
木
が
生
産
さ
れ
、
山
行

苗
と
し
て
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

■
先
端
技
術
に
よ
る
品
種
開
発
の
高
速
化

（
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
育
種
の
促
進
）

　

ス
ギ
の
育
種
で
は
、
第
一
世
代
か
ら
第
二

世
代
精
英
樹
を
開
発
す
る
ま
で
、
長
期
間

の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
。
こ
の
育
種
期
間
を

大
幅
に
短
縮
す
る
た
め
、
ゲ
ノ
ム
解
析（
遺

伝
子
レ
ベ
ル
で
個
体
の
違
い
を
判
定
す
る
技

術
）な
ど
の
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
技
術
の

開
発
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
成
長
や
材
質
な
ど
の
有

用
形
質
に
関
与
す
る
D
N
A
マ
ー
カ
ー
の

開
発
、
表
現
型
形
質
測
定
手
法
の
高
度
化
、

G
I
S
技
術
や
人
工
環
境
下
で
の
生
育
デ
ー

タ
等
の
解
析
に
よ
る
有
用
形
質
に
対
す
る
環

境
要
因
の
解
明
、
ゲ
ノ
ム
情
報
に
対
応
し
た

新
し
い
統
計
手
法
の
導
入
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
優
良
な
形
質
を
有
す
る
系
統

の
選
抜
ま
で
に
検
定
林
に
お
い
て
30
年
近
い

年
月
育
成
し
て
調
査
し
て
き
た
林
木
を
3
分

の
1
以
下
の
育
成
期
間
で
選
抜
す
る
と
と
も

に
、
選
抜
精
度（
確
実
性
）の
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

DNA

す
。
こ
れ
ら
の
品
種
か
ら
年
間
約
1
0
7
万

本
の
抵
抗
性
マ
ツ
苗
木（
平
成
25
年
度
）が
生

産
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
被
害
を

受
け
た
海
岸
林
を
始
め
、
全
国
各
地
に
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
、
第
一
世
代
の
抵
抗
性
マ

ツ
同
士
を
交
配
し
て
得
ら
れ
る
後
代（
子
供

世
代
）の
苗
木
の
中
か
ら
抵
抗
性
が
よ
り
高

い
第
二
世
代
抵
抗
性
マ
ツ
品
種
の
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。

■
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
花
粉
症
対
策
品
種

（
少
花
粉
ス
ギ
品
種
・
少
花
粉
ヒ
ノ
キ
品
種
）

　

現
在
、
国
民
の
三
人
に
一
人
が
罹
病
す
る

抵抗性品種一般的なスギ少花粉スギ

マツノザイセンチュウ接種検定試験
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成
長
に
特
に
優
れ
た
品
種
、
花
粉
症
対
策

品
種
、
病
虫
害
抵
抗
性
品
種
な
ど
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
で
開
発
し
て
い
る
新
品
種
は
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、

益
々
多
様
な
性
質
を
持
っ
た
品
種
の
開
発
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

品
種
開
発
の
元
と
な
る
材
料
を
育
種
素

材
と
言
い
ま
す
が
、
様
々
な
優
れ
た
品
種
を

作
る
た
め
に
は
、
多
様
な
育
種
素
材
を
た
く

さ
ん
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
林
木
育

種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
育
種
素
材

の
確
保
、
さ
ら
に
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
種
の

確
保
、
こ
の
二
つ
を
柱
と
し
た「
林
木
ジ
ー

ン
バ
ン
ク
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
林
木
遺
伝
資
源
の
保
存
状
況

　

林
木
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
は
、
農
林
水
産

省
の
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
の
一
部
と
し
て
昭

和
60
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
約
30
年
が
経
過

し
、
現
在
で
は
約
３
７
，
０
０
０
点
の
遺
伝

資
源
を
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

育
種
対
象
樹
種
の
ほ
と
ん
ど
が
針
葉
樹

で
あ
る
こ
と
か
ら
全
体
の
８
割
以
上
が
針
葉

樹
で
占
め
ら
れ
、
針
葉
樹
遺
伝
資
源
が
充

実
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す（
図

‐
１
）。
こ
の
他
に
希
少
な
遺
伝
資
源
と
し

■
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
機
能
の
高
度
化
の
た
め
の

研
究

　

遺
伝
資
源
の
収
集
・
保
存
と
い
っ
た
事
業

の
推
進
と
と
も
に
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
遺

伝
資
源
の
収
集
・
保
存
手
法
の
開
発
、
様
々

な
種
子
や
花
粉
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
確

実
に
保
存
す
る
技
術
の
開
発（
写
真
‐
２
）、

等
、
林
木
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
機
能
の
高
度
化
に

向
け
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

図‐1　保存中の遺伝資源の針葉樹と広葉樹の割合
（図中の数字は保存点数）

写真‐2　-20℃の冷凍庫で保存しているヒノキ種子

写真‐1　組織培養で保存中のオガサワラグワ

写真‐3　林木遺伝子銀行110番に申請された柴又帝釈天の「瑞龍松」（左）と里帰りした苗木（右）

30,499

6,480

林
木
育
種
と
絶
滅
危
惧
種
の
た
め
の

林
木
遺
伝
資
源
の
収
集
・
保
存
林
木
ジ
ー
ン

バ
ン
ク
事
業

て
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
・
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

等
の
絶
滅
危
惧
種
64
樹
種
を
保
存
し
て
い
ま

す（
写
真
‐
１
）。

■
林
木
遺
伝
子
銀
行
一
一
〇
番

　

全
国
各
地
の
巨
樹
・
名
木
等
は
、
数
百
年

も
の
歳
月
の
間
、
風
雪
に
耐
え
生
き
続
け
て

き
た
貴
重
な
遺
伝
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
天
然
記
念
物
や
巨
樹
・
名
木

な
ど
の
樹
木
が
衰
弱
し
、
所
有
者
等
の
方

か
ら
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
後
継
樹
を

増
殖
、
保
存
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
部
を

里
帰
り
す
る「
林
木
遺
伝
子
銀
行
一
一
〇
番
」

に
よ
る
ク
ロ
ー
ン
増
殖
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す（
写
真
‐
３
）。
こ
れ
に
よ
り
、
平

成
26
年
度
ま
で
に
１
９
４
点
の
巨
樹
・
名
木

等
に
つ
い
て
、
後
継
樹
の
里
帰
り
を
し
ま
し

た
。
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日
本
初 

遺
伝
子
組
換
え
に
よ
る

ス
ギ
の
無
花
粉
化
に
成
功

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
長
や
材
質

等
の
形
質
に
優
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の

品
種
を
選
抜
と
交
配
に
よ
っ
て
開
発
し
て
き

ま
し
た
。
花
粉
症
対
策
と
し
て
、
そ
れ
ら
の

品
種
に
無
花
粉
の
性
質
が
加
わ
れ
ば
さ
ら
に

有
用
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
で
は
林
業
用
の
無
花
粉
ス
ギ
は
2
品
種

し
か
開
発
さ
れ
て
お
ら
ず
、
優
れ
た
形
質
と

無
花
粉
性
を
併
せ
持
つ
品
種
を
従
来
の
育
種

法
で
つ
く
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
い
え

ま
す
。

　

遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
用
い
る
と
、
交
配

で
は
導
入
で
き
な
い
生
物
種
の
遺
伝
子
を
利

用
し
て
、
目
的
の
形
質
だ
け
を
短
期
間
で
改

良
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
森
林
バ
イ
オ
研
究
セ
ン
タ
ー

で
は
、
精
英
樹
の
交
配
で
得
ら
れ
た
種
子
を

も
と
に
、
花
粉
の
形
成
を
阻
害
す
る
微
生
物

の
遺
伝
子
を
雄
花
だ
け
で
働
く
よ
う
に
導
入

す
る
こ
と
で
花
粉
を
つ
く
ら
な
い
ス
ギ
を
作

製
し
、
遺
伝
子
組
換
え
に
よ
る
ス
ギ
の
無
花

粉
化
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
平
成
24
年
に
実

証
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
4
月
か
ら
、
作
製
し
た
無
花
粉
ス

ギ
の
野
外
で
の
成
長
特
性
等
を
評
価
す
る
た

め
の
栽
培
試
験
を
隔
離
ほ
場
で
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
最
近
の
作
物
の
育
種
で
は
、
遺
伝

子
組
換
え
技
術
を
用
い
て
も
最
終
的
に
育
成

さ
れ
た
品
種
に
は
外
来
遺
伝
子
が
残
ら
な
い

な
ど
の
特
徴
を
も
つ
こ
れ
ま
で
に
な
い
育
種

技
術
が
活
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

森
林
バ
イ
オ
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

新
し
い
育
種
技
術
を
林
木
へ
適
用
す
る
取
組

を
始
め
ま
し

た
。
今
後
も

バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
し
て
得

ら
れ
た
成
果

を
社
会
に
還

元
で
き
る
よ

う
、
精
力
的

か
つ
慎
重
に

研
究
開
発

を
進
め
て
い

き
ま
す
。

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
新
た
な
品
種
開
発
技
術

通常のスギ

遺伝子組換え
無花粉スギ

雄　花花粉の顕微鏡写真開花期の花粉放出の様子

隔
離
ほ
場
へ
の
遺
伝
子
組
換
え
無
花
粉
ス
ギ
の

植
栽

隔離ほ場に植栽した遺伝子組換え無花粉スギ
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世
界
と
つ
な
が
る
林
木
育
種

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
、
国
内
の
研
究
開

発
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
を
活
か
し
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
な
ど
の
影
響

を
受
け
る
国
々
と
海
外
技
術
協
力
や
国
際
共

同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
ケ
ニ
ア
乾
燥
地
耐
性
育
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

国
土
の
８
割
が
乾
燥
地
・
半
乾
燥
地
で
森

林
率
が
７
％
と
、
気
候
変
動
に
よ
る
乾
燥
地

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
ケ
ニ
ア
共
和
国
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
乾
燥
に
強
く
成
長
・
材
質

に
優
れ
た
メ
リ
ア（
セ
ン
ダ
ン
属
）な
ど
の
郷

土
樹
種
を
対
象
に
、
平
成
24
年
か
ら
毎
年
延

べ
17
名
前
後
の
短
期
専
門
家
を
派
遣
し
て
①

精
英
樹
の
選
抜
、
②
採
種
園
の
造
成
、
③
検

定
林
の
設
定
な
ど
の
技
術
協
力
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
、
育
種
、
増
殖
技

術
な
ど
の
現
地
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
ケ

ニ
ア
側
担
当
者
の
日
本
で
の
研
修
も
実
施
し

て
い
ま
す
。　

■
防
風
・
防
潮
効
果
に
優
れ
た
テ
リ
ハ
ボ
ク

の
育
種（
台
湾
、
太
平
洋
共
同
体
と
協
力
）

　

沖
縄
県
の
石
垣
島
な
ど
の
先
島
諸
島
で

防
風
・
防
潮
林
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
テ

リ
ハ
ボ
ク
は
、
種
子
か
ら
良
質
な
精
油
が
採

れ
る
な
ど
用
途
の
広
い
樹
種
で
す
。
こ
の
た

め
、
平
成
23
年
か
ら
台
湾
や
太
平
洋
共
同
体

（
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
26
の
国
と
地
域
が
加
盟
）と

の
国
際
共
同
研
究
に
よ
り
、
暴
風
や
高
潮
の

被
害
を
軽
減
し
な
が
ら
地
域
住
民
の
収
入
源

と
し
て
も
役
立
つ
テ
リ
ハ
ボ
ク
の
優
良
品
種

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
ベ
ト
ナ
ム
で
の
ア
カ
シ
ア
属
人
工
交
配
技

術
の
実
証
試
験

　

西
表
熱
帯
林
育
種
技
術
園
で
開
発
し
た

人
工
交
配
技
術
を
用
い
て
、
成
長
・
形
質
に

優
れ
病
気
に
も
強
い
ア
カ
シ
ア
の
優
良
品
種

を
開
発
す
る
た
め
、
平
成
25
年
か
ら
王
子
グ

リ
ー
ン
・
リ
ソ
ー
ス
社
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
ベ
ト
ナ
ム
で
実
証
試
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
育
種
共
同
研
究

　

初
期
成
長
の
早
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ト
ウ

ヒ
と
環
境
適
応
性
に
優
れ
た
日
本
の
ト
ウ
ヒ

の
人
工
交
配
に
よ
る
優
良
品
種
の
開
発
や
、

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
被
害
拡
大
が
懸
念

さ
れ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
へ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ア
カ
マ
ツ
の
抵
抗
性
試
験
を
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
自
然
資
源
研
究
所
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
平
成
22
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

ケニアでの現地検討会の様子
（平成27年2月）

日本での現地研修の様子
（仙台森林管理署の海岸林再生）

暴風雨等からの被害を軽減する（石垣島海岸部）優良品種等の開発のためのトウヒ属の
人工交配作業（北海道育種場）

優良品種等の開発のためのアカシア属の人工交配技
術研究

植栽後2年2ヶ月のメリア（センダン属）
の優良個体（ケニア）
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